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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークアプライアンス端末装置に備えられたｉＳＣＳＩイニシエータ機能が、ｉ
ＳＣＳＩイニシエータ名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を、ネットワークを介して、
ｉＳＣＳＩターゲット装置に対して通知し該ｉＳＣＳＩターゲット装置に接続し、
　該ｉＳＣＳＩターゲット装置を介し該ｉＳＣＳＩイニシエータ名に対応したロジカルユ
ニットに対してアクセスするｉＳＣＳＩ自動接続方法であって、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、回線終端装置からネットワークアドレス
を取得するステップと、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、前記取得されたネットワークアドレスの
最後尾に特定のデータを結合して元データとし、該元データを文字コードに変換して文字
列を形成し、該文字列の先頭にＡＳＣＩＩコード文字列を結合して、前記ｉＳＣＳＩイニ
シエータ機能を識別できるユニーク情報を含んだｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成し取得
するステップと、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、前記生成し取得されたｉＳＣＳＩイニシ
エータ名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に設定するｉＳＣＳＩイニシエータ名設定ス
テップと、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名に含まれ
るユニーク情報に対応したｉＳＣＳＩターゲット名を解決し、該解決されたｉＳＣＳＩタ
ーゲット名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に対して設定するｉＳＣＳＩターゲット名
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解決ステップと、
　前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能が、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名を含むｉＳＣＳＩ
　Ｌｏｇｉｎ要求を、前記ｉＳＣＳＩターゲット名が示すｉＳＣＳＩターゲット装置に通
知するｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎステップと、
　前記ｉＳＣＳＩターゲット装置が、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名に含まれるユニーク
情報に対応したロジカルユニット名を解決し、該解決されたロジカルユニット名が示すロ
ジカルユニットをマウントするロジカルユニットマウントステップと、
　を有することを特徴とするｉＳＣＳＩ自動接続方法。
【請求項２】
　ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を備え、Ｔａｒｇｅｔ　Ｎａｍｅ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
にアクセス可能なネットワークアプライアンス端末装置と、
　Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置及びロジカルユニットを備えるｉＳ
ＣＳＩターゲット装置と、から構成されるｉＳＣＳＩ自動接続システムであって、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、
　ユニーク情報取得手段によって回線終端装置から取得されたネットワークアドレスの最
後尾に特定のデータを結合して元データとし、該元データを文字コードに変換して文字列
を形成し、該文字列の先頭にＡＳＣＩＩコード文字列を結合して、前記ｉＳＣＳＩイニシ
エータ機能を識別できるユニーク情報を含んだｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成し取得す
るｉＳＣＳＩイニシエータ名取得手段と、
　前記生成し取得されたｉＳＣＳＩイニシエータ名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に
設定するｉＳＣＳＩイニシエータ名設定手段と、
　前記ユニーク情報を前記Ｔａｒｇｅｔ　Ｎａｍｅ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置に通知し、該
ユニーク情報に対応するｉＳＣＳＩターゲット名を解決し、該解決されたｉＳＣＳＩター
ゲット名をｉＳＣＳＩイニシエータ機能に設定するｉＳＣＳＩターゲット名取得手段と、
　前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を使って、前記ｉＳＣＳＩターゲット名が示すｉＳＣ
ＳＩターゲット装置に対して、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇ
ｉｎ要求を通知するｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ手段と、を有し、
　前記ｉＳＣＳＩターゲット装置が、
　前記ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれるユニーク情報に対応するＬｏｇｉｃａｌ　
Ｕｎｉｔ名を前記Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置によって解決するＬ
Ｕ名取得手段と、
　前記Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ名が示すロジカルユニットをマウントするロジカルユニ
ットマウント手段と、を有する、
　ことを特徴とするｉＳＣＳＩ自動接続システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ｉＳＣＳＩ自動接続方法及びシステムであって、例えば、装置自動設定技術
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ｉＳＣＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ
　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）技術（例えば、非特許文献１参照）は、ＧｂＥ（Ｇｉｇａｂｉｔ
　Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標））クラスの高速ネットワーク環境，データセンタ内及び
データセンタ間のハイエンドサーバ－ハイエンドストレージ装置間などで利用されている
。ファイルシステム非依存であるｉＳＣＳＩ技術はＦＴＴＨ（Ｆｉｂｅｒ　Ｔｏ　Ｔｈｅ
　Ｈｏｍｅ）の普及に伴い、コンシューマレベルでも利用可能となりつつある。
【０００３】
　しかし、現状のｉＳＣＳＩ技術では、接続認証技術，自動的に接続装置を検出して最適
な設定を行なう技術（以下、装置自動設定技術と称する）などが未整備のため、ｉＳＣＳ
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Ｉ技術の適応分野として有望なネットワークアプライアンス端末装置に対する展開が困難
となっていた。即ち、コンシューマレベルで通常利用するオンラインストレージ分野では
、パーソナルコンピュータ間のファイル流通，交換，共有を目的とするためファイルシス
テムをベースとした技術（即ち、非ｉＳＣＳＩ技術）が主流のままであった。
【０００４】
　ｉＳＣＳＩ技術においてコンシューマに係る機能に、ｉＳＣＳＩイニシエータ（ｉＳＣ
ＳＩ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ）機能が存在する。前記のｉＳＣＳＩイニシエータ機能は、端
末装置（例えば、パーソナルコンピュータ）やホスト装置に対するソフトウェアドライバ
実装形態またはアクセラレータボード装着形態で実現されることが一般的に知られている
。
【０００５】
　前記のｉＳＣＳＩイニシエータ機能から所定のｉＳＣＳＩターゲット装置に対する接続
操作では、当該ｉＳＣＳＩイニシエータ機能（例えば、当該端末装置に備えられたｉＳＣ
ＳＩイニシエータ機能）に対して、ｉＳＣＳＩイニシエータ名（ｉＳＣＳＩ　Ｉｎｉｔｉ
ａｔｏｒ　ｎａｍｅ；ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を識別するための識別子），ｉＳＣＳ
Ｉターゲット名（ｉＳＣＳＩ　Ｔａｒｇｅｔ　ｎａｍｅ；ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎの宛先
であるｉＳＣＳＩターゲット装置を示す識別子）などを、該端末装置の利用者が手作業で
設定し運用していた。
【非特許文献１】ＳＴＯＲＡＧＥ　ＮＥＴＷＯＲＫＩＮＧ　ＩＮＤＵＳＴＲＹ　ＡＳＳＯ
ＣＩＡＴＩＯＮ、“ＩＰ　Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ：　ｉＳＣＳＩ”、［ｏ
ｎｌｉｎｅ］、平成１７年４月１４日、ＳＴＯＲＡＧＥ　ＮＥＴＷＯＲＫＩＮＧ　ＩＮＤ
ＵＳＴＲＹ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮ、［平成１７年７月１９日検索］、インターネット
＜ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｎｗｕｓａ．ｃｏｍ／ｉｍａｇｅｓ／ＩＰＳｔｏｒ
ａｇｅＰｒｏｔｏｃｏｌｓｉＳＣＳＩ．ｐｄｆ＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述のようなｉＳＣＳＩイニシエータ機能を有するネットワークアプライアンス端末装
置は、装置自動設定技術を備えていないことが多い。そのため、前記ネットワークアプラ
イアンス端末装置（例えば、工場出荷直後のネットワークアプライアンス端末装置）に対
して、コンシューマが手作業で該端末装置固有のｉＳＣＳＩイニシエータ名を含むパラメ
ータを設定し、ｉＳＣＳＩターゲット装置を介して該ネットワークアプライアンス端末装
置をロジカルユニットに接続していた。
【０００７】
　その手作業自体の煩雑さは、設定誤りを発生させる要因になっていた。さらに、このよ
うな煩雑さはｉＳＣＳＩ技術をコンシューマレベルへ展開するための障害ともなっていた
。
【０００８】
　本発明は、前記課題に基づいてなされたものであり、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を有
するネットワークアプライアンス端末装置に対して、該端末装置固有のｉＳＣＳＩイニシ
エータ名を含むパラメータを自動的に設定し、該ネットワークアプライアンス端末装置が
ｉＳＣＳＩターゲット装置を介してロジカルユニットに自動接続するｉＳＣＳＩ自動接続
方法及びシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、前記課題の解決を図るために、請求項１記載の発明は、ネットワークアプラ
イアンス端末装置に備えられたｉＳＣＳＩイニシエータ機能が、ｉＳＣＳＩイニシエータ
名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を、ネットワークを介して、ｉＳＣＳＩターゲット
装置に対して通知し該ｉＳＣＳＩターゲット装置に接続し、該ｉＳＣＳＩターゲット装置
を介し該ｉＳＣＳＩイニシエータ名に対応したロジカルユニットに対してアクセスするｉ
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ＳＣＳＩ自動接続方法であって、前記ネットワークアプライアンス端末装置が、回線終端
装置からネットワークアドレスを取得するステップと、前記ネットワークアプライアンス
端末装置が、前記取得されたネットワークアドレスの最後尾に特定のデータを結合して元
データとし、該元データを文字コードに変換して文字列を形成し、該文字列の先頭にＡＳ
ＣＩＩコード文字列を結合して、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を識別できるユニーク
情報を含んだｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成し取得するステップと、
　前記ネットワークアプライアンス端末装置が、前記生成し取得されたｉＳＣＳＩイニシ
エータ名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に設定するｉＳＣＳＩイニシエータ名設定ス
テップと、前記ネットワークアプライアンス端末装置が、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名
に含まれるユニーク情報に対応したｉＳＣＳＩターゲット名を解決し、該解決されたｉＳ
ＣＳＩターゲット名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に対して設定するｉＳＣＳＩター
ゲット名解決ステップと、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能が、前記ｉＳＣＳＩイニシエ
ータ名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を、前記ｉＳＣＳＩターゲット名が示すｉＳＣ
ＳＩターゲット装置に通知するｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎステップと、前記ｉＳＣＳＩター
ゲット装置が、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名に含まれるユニーク情報に対応したロジカ
ルユニット名を解決し、該解決されたロジカルユニット名が示すロジカルユニットをマウ
ントするロジカルユニットマウントステップと、を有することを特徴とする。
【００１０】
　請求項２記載の発明は、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を備え、Ｔａｒｇｅｔ　Ｎａｍｅ
　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置にアクセス可能なネットワークアプライアンス端末装置と、Ｌｏ
ｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置及びロジカルユニットを備えるｉＳＣＳＩ
ターゲット装置と、から構成されるｉＳＣＳＩ自動接続システムであって、前記ネットワ
ークアプライアンス端末装置が、ユニーク情報取得手段によって回線終端装置から取得さ
れたネットワークアドレスの最後尾に特定のデータを結合して元データとし、該元データ
を文字コードに変換して文字列を形成し、該文字列の先頭にＡＳＣＩＩコード文字列を結
合して、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を識別できるユニーク情報を含んだｉＳＣＳＩ
イニシエータ名を生成し取得するｉＳＣＳＩイニシエータ名取得手段と、前記生成し取得
されたｉＳＣＳＩイニシエータ名を前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能に設定するｉＳＣＳ
Ｉイニシエータ名設定手段と、前記ユニーク情報を前記Ｔａｒｇｅｔ　Ｎａｍｅ　Ｒｅｓ
ｏｌｖｅｒ装置に通知し、該ユニーク情報に対応するｉＳＣＳＩターゲット名を解決し、
該解決されたｉＳＣＳＩターゲット名をｉＳＣＳＩイニシエータ機能に設定するｉＳＣＳ
Ｉターゲット名取得手段と、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を使って、前記ｉＳＣＳＩ
ターゲット名が示すｉＳＣＳＩターゲット装置に対して、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名
を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を通知するｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ手段と、を有し、
前記ｉＳＣＳＩターゲット装置が、前記ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求に含まれるユニーク
情報に対応するＬｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ名を前記Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ　Ｒｅｓｏ
ｌｖｅｒ装置によって解決するＬＵ名取得手段と、前記Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ名が示
すロジカルユニットをマウントするロジカルユニットマウント手段と、を有する、ことを
特徴とする。
【００１９】
　前記の請求項１、２記載の発明によれば、前記ネットワークアドレスからｉＳＣＳＩイ
ニシエータ名を生成することができ、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を識別可能なｉＳＣＳ
Ｉイニシエータ名及び該ｉＳＣＳＩイニシエータ名に対応したｉＳＣＳＩターゲット名を
取得することができる。
【発明の効果】
【００２９】
　以上示したように請求項１、２の発明によれば、端末装置利用者が、自らｉＳＣＳＩイ
ニシエータネームを設定することなく、自動的にマウントされたロジカルユニットに対し
てアクセスすることができる。また、一意なｉＳＣＳＩイニシエータネームを取得するこ
とができる。
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【００３３】
　これらを以って情報家電分野に貢献することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下、本発明の実施の第１形態におけるｉＳＣＳＩ自動接続方法及びシステムを図面等
に基づいて詳細に説明する。本実施の第１形態は、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を有する
ネットワークアプライアンス端末装置が、ｉＳＣＳＩターゲット装置を介して、ロジカル
ユニット（例えば、ハードディスク装置などのストレージ装置）に接続するために使用さ
れる識別子（以後、ｉＳＣＳＩイニシエータ名と称する）を自動取得する手段を有し、自
動的に所定のｉＳＣＳＩターゲット装置及びロジカルユニットに接続する方法及びシステ
ムである。
【００３５】
　また、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を一意に特定できる情報（以後、ユニーク情報と称
する）に基づいて前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成する方法及びシステムと、短期的
に一意性を持ったｉＳＣＳＩイニシエータ名（以後、ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ
名と称する）を発行する装置を使用して、ｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成する方法及び
システムも有する。
【００３６】
　例えば、ｉＳＣＳＩイニシエータ名に含まれるユニーク情報は、ネットワークアプライ
アンス端末装置を設置した回線または地域を識別できるＩＰアドレス、該ネットワークア
プライアンス端末装置全体または該ネットワークアプライアンス端末装置を構成する部品
のハードウェア識別番号、ユーザがハードウェア的手段によって設定した識別情報、など
の一部または全部として良い。
【００３７】
　さらに具体的には、前記のユニーク情報は、ＩＰｖ６（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ　Ｖｅｒｓｉｏｎ　６）アドレス，ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ），生体情報などが適応可能である。
【００３８】
　［本実施の第１形態］
　本実施の第１形態は、ネットワークアプライアンス端末装置に係る固有のパラメータ設
定において、該ネットワークアプライアンス端末装置の設置場所に敷設された通信回線（
例えば、ＦＴＴＨ回線）に対して一意に付与されるパラメータ（例えば、ＩＰｖ６　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ）に基づいて、所定のロジカルユニットに対して接続できるｉ
ＳＣＳＩイニシエータ名を自動的に設定することを特徴とする。
【００３９】
　例えば、端末回線（即ち、通信回線）を個別管理できるＩＰｖ６広域網において、回線
終端装置（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｎｉｔ）に付与されるＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅ
ｆｉｘ（即ち、ＩＰアドレスの一部）を参照し、該ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆ
ｉｘをユニーク情報と見做してｉＳＣＳＩイニシエータ名を自動生成することである。
【００４０】
　なお、前記の端末回線を個別管理できるＩＰｖ６広域網には、例えば、ＶＬＡＮ（Ｖｉ
ｒｔｕａｌ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）スイッチが階層的に配置され、Ｖ
ＬＡＮ－ＩＤが管理されたＩＰｖ６広域網を適応できる。
【００４１】
　本実施の第１形態を図１乃至図６に基づいて以下に説明する。なお、本実施の第１形態
では、ｉＳＣＳＩ機能を有するネットワークアプライアンス端末装置（例えば、ＩＰネッ
トワーク対応カメラ装置）を新規に導入することが前提となっている。
【００４２】
　まず、図１中のネットワークアプライアンス端末装置１の利用者（以下、端末装置利用
者と略す）は図１中のｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを備えるネットワークアプライア
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ンス端末装置１をＩＰｖ６網１００に物理的に接続し、該ネットワークアプライアンス端
末装置１の電源を投入する。
【００４３】
　次に、前記のネットワークアプライアンス端末装置１は、回線毎に割り当てられるＩＰ
ｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ（即ち、４８ｂｉｔ長のデータ）を取得する要求Ｄ
１を回線終端装置２に対して送信する（図１及び図２中のＭ１）。
【００４４】
　次に、前記回線終端装置２は、ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２を前記
のネットワークアプライアンス端末装置１に通知する（図１及び図２中のＭ２）。前記の
ネットワークアプライアンス端末装置１は、前記の通知されたＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ
　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２の情報を含む特定の形式（例えば、ｅｕｉ（Ｅｎｔｅｒｐｒｉｚｅ
／Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｕｎｉｑｕｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）－６４　ｆｏｒｍａｔ）に
変換し、その変換されたものをｉＳＣＳＩイニシエータ名と見做して、ｉＳＣＳＩイニシ
エータ機能１ａに対して自動的に設定する。
【００４５】
　次に、前記のネットワークアプライアンス端末装置１は、ＴＮ（Ｔａｒｇｅｔ　Ｎａｍ
ｅ）　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置３に対して、前記のネットワークアプライアンス端末装置１
に対して割り当て済みのｉＳＣＳＩターゲット名を解決するための問い合せ（ＩＰｖ６　
ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２を含む問い合せ）を通知する（図１及び図３中のＭ
３）。
【００４６】
　次に、ＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置３は、前記のネットワークアプライアンス端末装置
１に対して、ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２に対応するｉＳＣＳＩター
ゲット名Ｄ３を通知する（図１及び図３中のＭ４）。なお、ＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
３では、例えば、ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘと、ｉＳＣＳＩターゲット名
と、を属性とし、表管理しても良い。
【００４７】
　次に、ネットワークアプライアンス端末装置１は、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａに
対して、ｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３を設定する。そして、前記のｉＳＣＳＩイニシエー
タ機能１ａは、ｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３が示すｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して
、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求（前記のｉＳＣＳＩイニシエータ名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌ
ｏｇｉｎ要求）を通知する（図１中のＭ５）。
【００４８】
　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、前記の通知されたｉＳＣＳＩイニシエータ名か
ら取り出したＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２をＬＵ（Ｌｏｇｉｃａｌ　
Ｕｎｉｔ）　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５に対して通知する（図１及び図４中のＭ６）。
【００４９】
　次に、ＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５は、通知されたＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒ
ｅｆｉｘ　Ｄ２に対するＬＵ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ）名を解決してＬＵ名Ｄ４を取
得し、該ＬＵ名Ｄ４をｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して通知する（図１及び図４中の
Ｍ７）。なお、ＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５では、例えば、ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ
　ｐｒｅｆｉｘと、ＬＵ名と、を属性とし、表管理しても良い。
【００５０】
　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、ＬＵ名Ｄ４に対応するロジカルユニット６に対
してマウント要求を通知する（図１中のＭ８）。
【００５１】
　次に、前記マウント要求を受けたロジカルユニット６は、該要求に係るマウント処理を
行って、マウント完了通知を前記ｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して通知する（図１中
のＭ９）。
【００５２】
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　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、前記のマウント完了通知を受けて、接続完了通
知を、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａに対して通知する（図１中のＭ１０）。
【００５３】
　そして、前記のロジカルユニット６は、前記の接続完了通知を受けたｉＳＣＳＩイニシ
エータ機能１ａが送信したＳＣＳＩコマンドを、受信し処理できるようになる（図１中の
Ｍ１１）。
【００５４】
　ここで、前述のように、使用する回線に自動付与されるＩＰｖ６アドレスからｉＳＣＳ
Ｉイニシエータ名へ変換する過程の一例を、図５及び図６に基づいて以下に説明する。
【００５５】
　図５中のＩＰｖ６アドレスＤ５は、先頭の１ビット（即ち、ＭＳＢ（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇ
ｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ））目から４８ビット目までのネットワークアドレス（即ち、
ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ）Ｄ２と、４９ビット目から１２８ビット目ま
でのユーザアドレスＤ５１と、から構成される１２８ｂｉｔ長のデータである。
【００５６】
　まず、対象となるＩＰｖ６アドレスＤ５からＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ
　Ｄ２を取り出し、該ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ　Ｄ２の最後尾に、特定
の値（例えば０（ゼロ））でパディングされた１６ビット長のデータＤ２１を結合したｉ
ＳＣＳＩイニシエータ名の元データＤ６１を作成する。
【００５７】
　そして、前記ｉＳＣＳＩイニシエータ名の元データＤ６１の１６進法表現を文字コード
（例えば、ＡＳＣＩＩ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｄｅ　ｆｏｒ　Ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ）コード）に変換して文字列を形成し、該
文字列の先頭にＡＳＣＩＩコード文字列「ｅｕｉ．」を結合した文字列をｉＳＣＳＩイニ
シエータ名Ｄ６と見做す。
【００５８】
　以上示したように本実施の第１形態によれば、システム利用者は新規に導入するネット
ワークアプライアンス端末装置に対して、ｉＳＣＳＩイニシエータ名やｉＳＣＳＩターゲ
ット名を手作業で設定する必要がなく、該ネットワークアプライアンス端末装置に対する
網接続と電源投入だけで、予めロジカルユニット管理者が定めた所定のロジカルユニット
に自動接続することができる。
【００５９】
　例えば、ネットワーク対応カメラ装置が電源投入後に撮影映像をファイル（例えば、Ｍ
ＰＥＧ－４（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　ｐｈａｓｅ
　４）形式ファイル；以下、撮影映像ファイルと称する）として自動的に記録する機能を
有するものとする。前記のネットワーク対応カメラ装置は、電源投入と同時に、遠隔のス
トレージユニット（即ち、ロジカルユニット）に対して自動的に接続し、撮影映像ファイ
ルとして自動的に保管することができる。
【００６０】
　［本発明の参考例１］
　本発明の参考例１は、ネットワークアプライアンス端末装置に係る固有のパラメータ設
定において、該ネットワークアプライアンス端末装置に接続されたＩＤセンサ（Ｉｄｅｎ
ｔｉｆｉｅｒ　Ｓｅｎｓｏｒ）がＩＤモジュール（ＩＤ　ｍｏｄｕｌｅ）から読み取るＩ
Ｄ情報（ＩＤ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）をユニーク情報と見做し該ＩＤ情報に基づいて
、該ネットワークアプライアンス端末装置が所定のロジカルユニットに対して接続できる
ｉＳＣＳＩイニシエータ名を自動的に設定することを特徴とする。
【００６１】
　なお、端末装置利用者は、予め該端末装置利用者を一意に特定できるＩＤ情報を含むＩ
Ｄモジュール（例えば、ＲＦＩＤ，ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）カー
ド，生体情報（例えば、指紋情報など））を有しているものとする。さらに、ロジカルユ
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ニット管理者が、該ＩＤモジュール中のＩＤ情報とロジカルユニット（例えば、ハードデ
ィスク装置）を１対１に対応付ける情報をＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置に登録しているも
のとする。
【００６２】
　本発明の参考例１を図７乃至図１０に基づいて以下に説明する。なお、図１乃至図６中
の符号で示すものと同じものは詳細な説明を省略する。
【００６３】
　まず、前記端末装置利用者は図７中のｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを備えるネット
ワークアプライアンス端末装置１をＩＰｖ６網１００に物理的に接続し、該ネットワーク
アプライアンス端末装置１の電源を投入する。
【００６４】
　次に、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を一意に識別できるＩＤ情報を有するＩＤモジュー
ル７が、ＩＤ情報送信イベント（あるいは、コマンド）Ｄ７を受け、該イベントに対応す
るＩＤ情報Ｄ８をＩＤセンサ８に対して通知する（図７中のＭ２１）。例えば、ＩＤセン
サ８から送信されたＩＤ情報取得コマンドに対応させて、ＩＤモジュール７内部でＩＤ情
報送信イベントＤ７を発生させ、該イベントに対応するＩＤ情報Ｄ８をＩＤセンサ８に通
知しても良い。
【００６５】
　次に、前記のＩＤセンサ８はｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを有するネットワークア
プライアンス端末装置１（例えば、アイドル状態中にあるネットワークアプライアンス端
末装置１）に対して、プログラム（例えば、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを実装した
プログラム）起動イベントと、前記の受信したＩＤ情報Ｄ８と、を通知する（図７及び図
８中のＭ２２）。
【００６６】
　一方、前記の通知を受けたネットワークアプライアンス端末装置１は、前記のプログラ
ム起動イベントによって、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを実装したプログラムを起動
する。さらに、前記のネットワークアプライアンス端末装置１は前記のＩＤ情報Ｄ８に基
づいてｉＳＣＳＩイニシエータ名を生成し、該ｉＳＣＳＩイニシエータ名をｉＳＣＳＩイ
ニシエータ機能１ａに対して設定する。
【００６７】
　次に、前記のネットワークアプライアンス端末装置１は、ＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
３に対して、ｉＳＣＳＩターゲット名解決要求（前記のＩＤ情報Ｄ８を含む解決要求）を
通知する（図７及び図９中のＭ２３）。
【００６８】
　前記のＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置３は、前記のＩＤ情報Ｄ８に対応したｉＳＣＳＩタ
ーゲット名Ｄ３をネットワークアプライアンス端末装置１に対して送信する（図７及び図
９中のＭ２４）。なお、ＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置３では、例えば、ＩＤ情報と、ｉＳ
ＣＳＩターゲット名と、を属性とし、表管理しても良い。
【００６９】
　次に、ネットワークアプライアンス端末装置１は、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａに
対して、ｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３を設定する。そして、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能
１ａは、ｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３が示すｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して、ｉＳ
ＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求（前記のＩＤ情報Ｄ８に係る情報を含むｉＳＣＳＩイニシエータ
名を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求）を通知する（図７中のＭ５）。
【００７０】
　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、前記の通知されたｉＳＣＳＩイニシエータ名か
ら取り出したＩＤ情報Ｄ８をＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５に対して通知する（図７及び
図１０中のＭ２６）。
【００７１】
　次に、ＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５は、通知されたＩＤ情報Ｄ８に対するＬＵ名を解
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決し、該ＬＵ名Ｄ４をｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して通知する（図７及び図１０中
Ｍ２７）。なお、ＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置５では、例えば、ＩＤ情報と、ＬＵ名と、
を属性とし、表管理しても良い。
【００７２】
　そして、図７中の符号Ｍ８からＭ１１までの動作を経て、前記のロジカルユニット６は
、前記の接続通知を受けたｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａが送信したＳＣＳＩコマンド
を、受信し処理できるようになる。なお、図７中の符号Ｍ８からＭ１１までの動作は、図
１中の符号Ｍ８からＭ１１までの動作と同じであるため、詳細な説明を省略する。
【００７３】
　以上示したように本発明の参考例１によれば、ＩＤモジュール（例えば、指紋）を採用
し、ＩＤセンサ（例えば、指紋センサ）を備え、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能を有するビ
デオカメラ装置（即ち、ネットワークアプライアンス端末装置）は、該ＩＤモジュールに
含まれるＩＤ情報に対応したロジカルユニットに対して自動的に接続できる。
【００７４】
　例えば、前記の指紋情報がＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置及びＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装
置に登録された端末装置利用者は、前記のビデオカメラ装置を使用する際に、該ＩＤセン
サによるセンシングを受け、該ＩＤセンサによって読み取られた指紋情報に対応したロジ
カルユニットを自動的に接続させることができる。そして、前記ユーザは、該ユーザ固有
のロジカルユニット（例えば、ハードディスク装置）に対して操作（例えば、録画）を行
うこともできるようになる。
【００７５】
　［本発明の参考例２］
　本発明の参考例２は、ネットワークアプライアンス端末装置に係る固有のパラメータ設
定において、ロジカルユニットを特定可能なインデックスを表示したＷｅｂサーバ（即ち
、ロジカルユニット指定サーバ）を介して、自動的にｉＳＣＳＩイニシエータ名などのパ
ラメータを解決し、所定のロジカルユニットに対して接続できるｉＳＣＳＩイニシエータ
名を自動的に設定することを特徴とする。
【００７６】
　例えば、前記の自動的なｉＳＣＳＩイニシエータ名などのパラメータ解決方法は、ワン
タイムパスワード発行技術に基づき、短期的なｉＳＣＳＩイニシエータ名（以後、ワンタ
イムｉＳＣＳＩイニシエータ名と称する）を発行するサーバ（以後、ＯＴＩＮ（Ｏｎｅ　
Ｔｉｍｅ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　Ｎａｍｅ）サーバと称する；即ち、ＯＴＩＮサーバはｉ
ＳＣＳＩイニシエータ名サーバの一種である）を利用することで実現する。
【００７７】
　前記のＯＴＩＮサーバは、ネットワークアプライアンス端末装置からｉＳＣＳＩターゲ
ット装置に対する接続要求（即ち、ターゲットポータル接続要求）に基づき、所定のロジ
カルユニットに対応したワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名を発行する。そして、前記
のワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名を受け取ったネットワークアプライアンス端末装
置は自動的に該ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名を自己設定し、所望のロジカルユニ
ットに対する自動接続を行う。
【００７８】
　なお、ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名の有効性は、任意に設定することができ、
例えば、該ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名の発行時刻から所定の経過時間（例えば
、１分間）までの期間とするか、あるいは、該ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名を用
いたｉＳＣＳＩ　ｌｏｇｉｎが１回のみ成功するまでの期間とすることでも良い。
【００７９】
　また、ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名に関する一意性は、ＯＴＩＮサーバにおけ
るドメイン名，ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエータ名の生成時刻，ネットワークアプライ
アンス端末からの接続時のセッション番号などの情報を該ワンタイムｉＳＣＳＩイニシエ
ータ名に含め、それらの要素をＯＴＩＮサーバでチェックすることによって確保しても良
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い。
【００８０】
　本発明の参考例２を図１１乃至図１３に基づいて以下に説明する。なお、図１乃至図６
中の符号で示すものと同じものは詳細な説明を省略する。
【００８１】
　まず、前記端末装置利用者は図１１中のｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを備えるネッ
トワークアプライアンス端末装置１をＩＰｖ６網１００に物理的に接続し、該ネットワー
クアプライアンス端末装置１の電源を投入する。
【００８２】
　次に、図１１中のｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａを有するネットワークアプライアン
ス端末装置１からＷｅｂサーバ９に対してアクセスし、接続を所望するコンテンツに対応
するインデックス情報を選択する（図１１中のＭ３１）。
【００８３】
　なお、前記のインデックス情報は前記コンテンツが書き込まれたロジカルユニットを特
定できるものとする。さらに、前記インデックス情報は、前記のＷｅｂサーバ９上のイン
デックスリストにリンクされているものとする。即ち、前記のＷｅｂサーバ９は、ロジカ
ルユニットを前記端末装置利用者に指定させることができる機能を、有することになる。
【００８４】
　次に、Ｗｅｂサーバ９は、所定の時間内で有効なｉＳＣＳＩイニシエータ名と、ｉＳＣ
ＳＩターゲット名と、を取得するための要求（前記の選択されたインデックス情報Ｄ９を
含む要求）をＯＴＩＮサーバ１０に対して通知する（図１１及び図１２中のＭ３２）。
【００８５】
　次に、前記の要求を受けたＯＴＩＮサーバ１０は、該インデックス情報Ｄ９に対応する
ｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３を解決し、該インデックス情報Ｄ９によって特定されるロジ
カルユニットが「未接続」状態であることを確認した後に、該インデックス情報Ｄ９に対
応するｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６を生成し、そのｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６の有
効性に係る情報（例えば、生成日時）を記録しておく。そして、前記のｉＳＣＳＩイニシ
エータ名Ｄ６及びｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３をＷｅｂサーバ９に通知する（図１１及び
図１２中のＭ３３）。
【００８６】
　なお、前記インデックス情報Ｄ９によって特定されるロジカルユニットの接続状態は、
ＯＴＩＮサーバ１０内で保管されていることが望ましい。また、前記のインデックス情報
Ｄ９から生成されたｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６と、インデックス情報Ｄ９によって特
定されるロジカルユニットのＬＵ名を記録し、その記録に基づいてＬＵ名の解決を行うこ
とが望ましい。
【００８７】
　次に、Ｗｅｂサーバ９は、ＯＴＩＮサーバ１０から受け取った前記のｉＳＣＳＩイニシ
エータ名Ｄ６及びｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３をネットワークアプライアンス端末装置１
に対して通知する（図１１中のＭ３４）。
【００８８】
　次に、ネットワークアプライアンス端末装置１は、Ｗｅｂサーバから取得した前記のｉ
ＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６とｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３を前記のｉＳＣＳＩイニシエ
ータ機能１ａに対して設定する。そして、前記のｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａは、前
記のｉＳＣＳＩターゲット名Ｄ３が示すｉＳＣＳＩターゲット装置（即ち、ターゲットポ
ータル）４に対して、ｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求（前記のｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ
６を含むｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求）を通知する（図１１中のＭ５）。
【００８９】
　次に、前記のｉＳＣＳＩ　Ｌｏｇｉｎ要求を受けたｉＳＣＳＩターゲット装置４は、通
知されたｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６に対応するロジカルユニットを決定するために、
ＯＴＩＮサーバ１０に対して問い合わせ（前記のｉＳＣＳＩイニシエータ名Ｄ６を含む問
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い合せ）を通知する（図１１及び図１３中のＭ３６）。
【００９０】
　次に、前記の問い合わせを受けたＯＴＩＮサーバ１０は、前記の通知されたｉＳＣＳＩ
イニシエータ名Ｄ６の有効性（例えば、生成日時）を確認し、該ｉＳＣＳＩイニシエータ
名Ｄ６に対応するＬＵ名を解決し取得したＬＵ名Ｄ４をｉＳＣＳＩターゲット装置４に対
して通知する（図１１及び図１３中のＭ３７）。なお、好ましくは、前記のＯＴＩＮサー
バ１０がＬＵ名を解決する際に、該ＯＴＩＮサーバ１０は、該ＬＵ名が示すロジカルユニ
ットの接続状態（例えば、該ＯＴＩＮサーバ１０に保管されたロジカルユニットの接続状
態）が「未接続」状態であることを確認する。
【００９１】
　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、ＬＵ名Ｄ４に対応するロジカルユニット６に対
してマウント要求を通知する（図１１中のＭ８）。
【００９２】
　次に、前記マウント要求を受けたロジカルユニット６は、該要求に係るマウント処理を
行って、マウント完了通知を前記ｉＳＣＳＩターゲット装置４に対して通知する（図１１
中のＭ９）。
【００９３】
　次に、ｉＳＣＳＩターゲット装置４は、前記のマウント完了通知を受けて、接続完了通
知を、ｉＳＣＳＩイニシエータ機能１ａに対して通知する（図１１中のＭ１０ａ）。また
、前記のｉＳＣＳＩターゲット装置４は、接続完了通知（例えば、マウントされたロジカ
ルユニットのＬＵ名Ｄ４を含む接続完了通知）をＯＴＩＮサーバ１０にも通知する（図１
１中のＭ１０ｂ）。なお、好ましくは、前記の接続完了通知を受けたＯＴＩＮサーバ１０
は、前記のＬＵ名が示すロジカルユニットの接続状態（即ち、ＯＴＩＮサーバ１０が管理
するロジカルユニットの接続状態）を「接続中」状態に更新する。
【００９４】
　そして、前記のロジカルユニット６は、前記の接続完了通知を受けたｉＳＣＳＩイニシ
エータ機能１ａが送信したＳＣＳＩコマンドを、受信し処理できるようになる（図１１中
のＭ１１）。
【００９５】
　以上示したように本発明の参考例２によれば、端末装置利用者は、ｉＳＣＳＩパラメー
タ（即ち、ｉＳＣＳＩイニシエータ名）を意識することなく、所望の情報を収めたロジカ
ルユニットを接続（即ち、マウント）することができるため、容易に、前記のコンテンツ
に対するアクセスもできることになる。
【００９６】
　以上、本発明において、記載された具体例に対してのみ詳細に説明したが、本発明の技
術思想の範囲で多彩な変形および修正が可能であることは、当業者にとって明白なことで
あり、このような変形および修正が特許請求の範囲に属することは当然のことである。
【００９７】
　例えば、本実施の第１形態における構成の変形例として、ＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
の機能とＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置の機能を合わせ持つＲｅｓｏｌｖｅｒ装置を適用し
ても良い。
【００９８】
　さらに、本実施の第１形態における構成の変形例としては、ｉＳＣＳＩターゲット装置
が、マウントされたロジカルユニットのＬＵ名を含む接続完了通知を、ＬＵ　Ｒｅｓｏｌ
ｖｅｒ装置に対して通知する。そして、前記のＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置が前記の接続
完了通知に基づいて、前記ロジカルユニットの接続状態を自動的に更新し管理しても良い
。
【００９９】
　また、本発明の参考例１における構成の変形例として、ネットワークアプライアンス端
末装置に携帯電話を適応し、ＩＤモジュールに携帯電話に内蔵されたＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃ
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って、携帯電話はｉＳＣＳＩを介して遠隔に設置された大容量ハードディスク装置にアク
セス可能となる。
【０１００】
　そして、本発明の参考例２における構成の変形例として、Ｗｅｂサーバの機能をＯＴＩ
Ｎサーバに備えさせて、Ｗｅｂサーバを省いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本実施の第１形態における構成図
【図２】本実施の第１形態における回線終端装置データ入出力図
【図３】本実施の第１形態におけるＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置データ入出力図
【図４】本実施の第１形態におけるＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置データ入出力図
【図５】本実施の第１形態におけるｉＳＣＳＩイニシエータ名解決方法の一例の第１図
【図６】本実施の第１形態におけるｉＳＣＳＩイニシエータ名解決方法の一例の第２図
【図７】本発明の参考例１における構成図
【図８】本発明の参考例１におけるＩＤ　Ｓｅｎｓｏｒデータの入出力図
【図９】本発明の参考例１におけるＴＮ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置データの入出力図
【図１０】本発明の参考例１におけるＬＵ　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置データの入出力図
【図１１】本発明の参考例２における構成図
【図１２】本発明の参考例２におけるＯＴＩＮサーバデータの第１入出力図
【図１３】本発明の参考例２におけるＯＴＩＮサーバデータの第２入出力図
【符号の説明】
【０１０２】
　１…ネットワークアプライアンス端末装置
　１ａ…ｉＳＣＳＩイニシエータ（ｉＳＣＳＩ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ）機能
　２…回線終端装置（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｕｎｉｔ）
　３…ＴＮ（Ｔａｒｇｅｔ　ｎａｍｅ）　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
　４…ｉＳＣＳＩターゲット（ｉＳＣＳＩ　Ｔａｒｇｅｔ）装置
　５…ＬＵ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ）　Ｒｅｓｏｌｖｅｒ装置
　６…ロジカルユニット（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｕｎｉｔ）
　７…ＩＤモジュール（ＩＤ　ｍｏｄｕｌｅ）
　８…ＩＤセンサ（ＩＤ　Ｓｅｎｓｏｒ）
　９…Ｗｅｂサーバ
　１０…ＯＴＩＮサーバ
　１００…ＩＰｖ６網
　Ｄ１…ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ取得要求
　Ｄ２…ＩＰｖ６　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｅｆｉｘ
　Ｄ３…ｉＳＣＳＩターゲット名（ｉＳＣＳＩ　Ｔａｒｇｅｔ　ｎａｍｅ）
　Ｄ４…ＬＵ名
　Ｄ５…ＩＰｖ６アドレス
　Ｄ６…ｉＳＣＳＩイニシエータ名（ｉＳＣＳＩ　Ｉｎｉｔｉａｔｏｒ　ｎａｍｅ）
　Ｄ７…ＩＤ情報送信イベント（あるいは、コマンド）
　Ｄ８…ＩＤ情報
　Ｄ９…インデックス情報
　Ｄ２１…パディングデータ
　Ｄ５１…ユーザアドレス
　Ｄ６１…ｉＳＣＳＩイニシエータ名の元データ
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